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文字が多く大変恐縮です。

道標ない旅 令和元年年１１月１３日（学校評価特集号）

～「自立」と「共生」を目指して～ 南郷中学校 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。 ◆◆
【職員アンケート結果】
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【職員アンケートへの分析（コメント）】
○昨年および前期（５月）の職員アンケートで、『問１８･１９・２０・２７・２８といった、
校内あるいは校外との相談体制・協力体制、一言で言えば「チーム南郷」として学校の体制を
整えていくことへの課題（ポイントが低い点）があったが、今回もその設問に注目した。

問１８ 学校は、教職員が一人で悩まないで済む、サポートのある学校体制だと思う。
１１月 ３．１３ ← ５月 ３．２３ マイナス０．１０！

※順にＡ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆの人数を示す。
（２，７，７，６，１，１） （４，４，９，３，２，１）

問１９ 学校は、授業・学級経営を通し、生徒や保護者と信頼関係を築けている
１１月 ３．７６ ← ５月 ３．７５

（３，１０，８，０，０，３） （３，９，８，０，０，３）
問２０ 学校は、生徒が悩みなどを相談しやすい体制が整っている

１１月 ３．７０ ← ５月 ３．４１
（４，１０，７，２，０，１） （２，８，９，３，０，１）

問２７ 学校安全に関し、学校は、保護者･地域と連携し、協力・支援体制を築いている。
１１月 ４．０４ ← ５月 ３．５９

（６，１４，３，１，０，０） （５，７，８，１，０，１）
問２８ 学校は、職員全員が「チーム南郷」となって教育活動に取り組んでいると思う。

１１月 ３．１３ ← ５月 ３．１０
（３，６，６，７，１，１） （ ２，５，９，３，２，２）

★問１８を除けば、５月期の結果より取り組みが向上し始めたことはうかがえる。しかし、問
１８と問２８が最低ポイント項目なので、今後も粘り強く取り組む必要がある。全般的には
前期（５月）の結果に比べ、今回多くの項目のポイントが上昇（平均で０．１１ポイント）
したことは、まずもって良い傾向であることは間違えない。
一方、問５問６がポイントが下がっている点は見逃せない。授業改善への努力のベクトル

が職員間で同じ方向を向いているか、校内研究でも改善努力を続ける必要がある。

【生徒アンケート結果】

【生徒アンケートへの分析（コメント）】 ポイント平均値 Ｒ１ ４．４０ Ｈ３０ ４．４１
主たるポイント上昇設問は、次の６項目であった。
問３ 学習でわかりにくいところは、級友や先生に質問できる。

Ｒ１ ４．４７ ← Ｈ３０ ４．３６ ＋０．１１
問４ 先生は、いつも熱心に指導してくれる。

Ｒ１ ４．５０ ← Ｈ３０ ４．４７ ＋０．０３
問９ 南郷中学校が好きである。

Ｒ１ ４．５６ ← Ｈ３０ ４．５３ ＋０．０３
問 10 先生方は、いじめの早期発見・早期解決に努力していると思う。

Ｒ１ ４．３３ ← Ｈ３０ ４．２０ ＋０．１４
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問 11 先生方は、いじめの再発がないよう努力している。（いじめが起こっていないときは F で
回答します。） Ｒ１ ４．３０ ← Ｈ３０ ４．０５ ＋０．２５

問 19 今までに、携帯電話やインターネットで迷惑し困った経験をしたことはない。（ある場合
は、Ｂ～Ｅの回答となります。）
Ｒ１ ４．６７ ← Ｈ３０ ４．５６ ＋０．１１

一方、主たるポイント下降設問は、
問２ 授業の進め方や説明はだいたい満足できる。

Ｒ 1 ４．００ ← Ｈ３０ ４．０７ －０．０７
問５ 授業が工夫されていて、面白いと感じることがあった。

Ｒ１ ４．４２ ← Ｈ３０ ４．４７ －０．０６
問６ 自分に必要な資質や能力が身についてきたと感じることがある。

Ｒ１ ４．２１ ← Ｈ３０ ４．２９ －０．０８
問８ 自分の悩みなどを、先生や相談員の方に相談しやすい雰囲気がある。

Ｒ１ ３．８５ ← Ｈ３０ ３．９０ －０．０５
問 12 授業に意欲的に取り組み、内容を理解しようと頑張ってきた。

Ｒ１ ４．５３ ← Ｈ３０ ４．６８ －０．１５
問 13 各教科の宿題や提出物など期限に遅れずに提出するようにしてきた。

Ｒ１ ４．２８ ← Ｈ３０ ４．４６ －０．１９
問 16 学校からのプリントなどを保護者に忘れずに渡せた。

Ｒ１ ４．０３ ← Ｈ３０ ４．１３ －０．１０
問 17 自ら考え行動したり、自分を律することのできたりなど、自分には「自立心」が育って

きていると思う。
Ｒ１ ４．２３ ← Ｈ３０ ４．３４ －０．１１

問 18 自分の居場所を見つけたり、互いに認め合ったり、人との関わりの中に喜びを見いだせ
る「共生力」が身についたと思う。
Ｒ１ ４．４７ ← Ｈ３０ ４．５８ －０．１０

○昨年自由記述において、相談のしやすさやいじめに関する声を上げた生徒が７名、授業の進め方
について声を上げた生徒が１８名いたことは見逃せなかった、今年はそれぞれ１名、３名に減少
した。ポイント上昇項目からも分かるように、次第に解消されていることが覗える。
授業面や、「相談しやすさ」で、改善を図っていく必要があることはもちろん、問１７，１８

学校教育目標への到達度が後退しないよう、「自立」「共生」をもっと意識して、教育活動を進
める必要性を感じた。

【保護者アンケート結果】
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【保護者アンケートへの分析（コメント）】

○各設問の重心値を比較すると、平均で R １ ４．０４ Ｈ３０ ４．１８と、０．１４ポイン
トの平均的マイナスがある。なお、今年度の各学年の平均値を紹介すると、１年 ３．９４（回
答８８名） ２年 ４．１２（回答４６名） ３年 ４．１６（回答４３名） と、１学年保護者
の回答が多く、評価が比較すると低いことが、大きな理由となっていると分析できる。

数少ないポイント上昇設問は、
問２ 学校は、学校生活のみならず社会のマナーやルールを守ることについて指導している。

Ｒ１ ４．３４ ← Ｈ３０ ４．３２ ０．０２ポイント上昇
問 12 学校は、幅広い学習資料・学習資源・情報機器等を取り入れて、授業改善に努めている。

Ｒ１ ３．７８ ← Ｈ３０ ３．７３ ０．０５ポイント上昇

一方主たるポイント下降設問は、（２段目の数値は、本年度の学年別数値）
問２ 学校は、落ち着いて生活を送れる雰囲気である。

Ｒ１ ４．３１ ← Ｈ３０ ４．５０ ０．２０ポイント下降
（１年 ４．０５ ２年 ４．４９ ３年 ４．６３）

問７ 学校は、生徒にとって「分かりやすい」授業をしている。
Ｒ１ ３．５０ ← Ｈ３０ ３．７９ ０．２９ポイント下降

（１年 ３．３７ ２年 ３．５９ ３年 ３．６４）
問８ 生徒は、意欲的に学習に取り組んでいる。

Ｒ１ ３．８４ ← Ｈ３０ ４．１０ ０．２６ポイント下降
（１年 ３．７９ ２年 ３．６８ ３年 ４．１５）

問９ 授業の分かりにくかった内容について先生や友だちに質問しやすい雰囲気がある。
Ｒ１ ３．４９ ← Ｈ３０ ３．７７ ０．２８ポイント下降

（１年 ３．４０ ２年 ３．４６ ３年 ３．７０）
問 10 生徒は、宿題・提出物など期日までに提出している。

Ｒ１ ４．０２ ← Ｈ３０ ４．３７ ０．３４ポイント下降
（１年 ３．９１ ２年 ４．０７ ３年 ４．２２）

問 11 学校は、生徒に必要な資質・能力を育むことができている。
Ｒ１ ３．６７ ← Ｈ３０ ３．８４ ０．１８ポイント下降

（１年 ３．６３ ２年 ３．６９ ３年 ３．６９）
問 14 FGC活動等をとおして、地域と連携して教育活動に取り組んでいる。

Ｒ１ ４．３８ ← Ｈ３０ ４．６１ ０．２２ポイント下降
（１年 ４．２３ ２年 ４．５６ ３年 ４．４６）

問 16 生徒は、学校生活が楽しいと感じている。
Ｒ１ ４．２０ ← Ｈ３０ ４．３６ ０．１７ポイント下降

（１年 ４．０３ ２年 ４．３３ ３年 ４．４１）
問 24 学校は、いじめの早期発見・早期解決に取り組んでいると思う。

Ｒ１ ３．７４ ← Ｈ３０ ３．９６ ０．２２ポイント下降
（１年 ３．５２ ２年 ３．９８ ３年 ３．８９）

問 25 学校は、いじめの再発を防止するための取り組みに努めていると思う。（該当事案がなけ
れば Fで回答ください。）
Ｒ１ ３．６１ ← Ｈ３０ ４．０６ ０．４５ポイント下降

（１年 ３．３９ ２年 ３．８７ ３年 ３．７５）

○問７～問 11 までの学習に関する評価が一様に伸び悩んでいる。校内研究はいち早く新学習指導
要領の導入に向けて舵を切ったが、個々の教師レベルで「主体的対話的で深い学び」の授業実践
を展開し、保護者の皆様から安心して受け止めて頂くには、まだ十分なものに至っていないこと
が分かる。今後も授業改善にしっかり努めていく必要がある。また、問 24問 25のいじめ対応に
ついて、昨年度より交代したイメージを持たれた点は反省が必要である。決して取り組みを後退
させた覚えはなくとも、教職員アンケートで早期発見早期対応の意識が若干後退しているなど、
今回のイメージに繋がる伏線は確かにある。このことが、重要項目である問２問 16 の下降に繋
がっている可能性も高く、しっかりと対策を取っていく必要を感じた。

【今回の結果を受けて】
生徒や保護者の皆様からいただいたアンケートの自由記述については、教職員全てに配り、共有

を図った。その中で、沢山の声援や感謝の言葉をいただけたことで、教育活動に自信を持って当た
っていく勇気を南郷中学校はいただくことができた。授業進度への不安感を 5人の方が自由記述で
伝えてくださった。相談しやすい体制を整え、課題である「チーム南郷」に今以上に近づいていけ
るよう教育活動に励んでいきたいと思う。今後もなお一層のご支援ご協力をお願いしたい。


